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　　　　　　　　ロ　　 　　F ＝・ 1．．24
　　　　K．Nakamura，1naker
　　　　　　　Iくアoto
　　　　　　　　o
‘‘ she　memorial　of　late　Mrs　Sono　Nishioka．”
　　　　　　N［aker　NK，
と彫刻して，其製作の所以を録されぬ・岡らざゆき，これやがて，製作者を記
念するの挙手とならんとは．純感余の如き者も亦湧果たる流涕を禁ずる能は
ざるなり．
　余は思ふ，中村君は，一個入私有の中村にあらすして，天下國家の至寳の
公器なりしなり．否唯に一邦家の至寳の公器のみに啓すして，將來全世界天
文學界の党弊公器となるの人なりし：なり．然るに天の無清なる，讐此至寳公器
を，其の秀でざるに先だち，苗にして枯らせり∴天下廣しと錐も，之を覚め
て再び得べからす・貴其の無構を憤らざる’を得んや鳴呼．
　栴檀の苗にして枯るる，之を惜しむの情，貴唯余一人のみならんや．余は
切望す，満天下の偉才，世界斯道の公器となるべき素質を有する人々よ，願
くは自重して公器を殿つの轍を践むべからすと．此の悲哀の中，しかく警告を
焚するの止むを得ざるを痛切に感ずるものなり．
　筆を欄き瞑目合掌し，曾て君が江つから撮られたるものなりとて，京大天
：文毫準備室に於て，親しく余に贈與せられたる，Lオリオン■大氣歌星雲の寓
眞を置き，君の露を弔ひ奉る．六十三の老翁西岡永太郎　芳涯誌す，
　　　　　　　　　　　中　村　先　生
　　　　　　　　　　松本支部幹事　上條清人
　天界十一・・月號を十月二十八日に見ました．巻頭の急告を見て實に驚きまし
た．どうして迂かれたのか更に判りませんが，………私は，先生が私の爲に
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造って下さった九戸．ンチの反射望遠鏡があります．ほんとうに先生が造って
下さったので，各部分毎に銘を打ってあります．今から思へば實に先生の形見
であります．私が始めて先生を知ったのは大正十年頃でしようか，縣の主催
で天文講習をニケ所で開催しました，其の時山本先生に随行されてホンの書
生姿で來られたのが始めでした．其の後，昭和二年でしたか，素地七ケ所で天
文講習をすることになり，先生をお願しました．私は其の後先生にお口にか
Nる機會がなくてしまいました．が，文通や反射鏡の鍍金は常にお願して居
ました．先生の著書は何時も眞先き購入しました．鳴呼先生は今は………
　現し世に生きとし生けるもの，死ぬちうことを発れ得ぬ理りとは云へ，未
だうら若き，且つは是れより成すあらんとする先生を，………散る花の如く，
源の枝には返るまじ………鳴門
　されど先生が立てし功績の貴さは，語り縫ぎて栞となし，記し置きて鑑と
なし，芳しき名は辛き磐に刻まれて花山天文墓に残されん．自滅は天に登ゆ
て星とも現れん．けれども先生の御三は………鳴呼
　自村先生の御死去には實に驚きました・私は目下健康を害して休んで居ます，随っ
て牧入の道が切れて生活に追はれてるます，幾分逸難し度いと思ひますが目下の所困
ります．
　先日も其の後どうなったか，高校生徒から何の通知もありませんでしたから失禮し
ました・原稿をとの御事ですが漸く同封しました・字を書い・てはいけない事になって
ゐますからどうぞ御推察下さ〉・　　　　　　　清人
　　　　　　　Ilt本　先　虚
辞 ＄目JU　N
　中村氏はほんとうに星を愛し，ほんとうに天文が好きだつた人であります．
　氏の特技がLensみがきであった事は周知のことです．
　けれども氏のLensみがきはLensの完成が目的ではなくて，　しこれによっ
て星を見る爲だ「と繰返して云はれた言葉に深v・感銘があります．
　氏は自分の仕事におそろしく自信のある人でした・
　それは涙ぐましい迄に努力することによって自己の中にいさSかの淋しさ
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をも留めぬ心強さのある自信でした
　氏のikられたMirrorやLensは，私の聞いた限り，一つ一つが傑作と人々から
呼ばれ，自らも「よく出來たと喜んでゐます」と廣言されるものでありました．
　ほんとうに字義通りに玉を磨く人であったのでせう．
　中村氏は何と云っても大高高家でありました．
　傍から見てみても，ぐんぐん仕事をやってゐられることの解る人でした．
　氏の揚力L星との生活「が氏の生活の大部分等と云ふのでなく，そのま」正
しく全部であったと云ぴ得ないでせうか．
　品々と，日曜の午後．地誌室の工蝪でLensを磨く氏の姿，夜來の雨が何時の
間にか晴れた曉の一時間にも白い観測眼が爲眞板の数枚を力践えて降りて來
る，そうした氏のProfileを見てみる私には，中村氏の完結された人生が話説な
反省を喚び起こさせ，一人の眞面目な善き先輩を失った悲みを彌が上にも深
からせます．
　氏は遠來未知の初心者にも極めて親切な温い人でありました．
　私自らがその試験を持つ者であります．
　恐らく氏が斯かる訪問者に封ずる氣持はL有朋自遠方來不亦樂乎「と云ふ論
語壁面の一句の感激そのものであったのでせう・
　L星を眞に愛する人「と云ふ意味が，amateurと云ふ紅毛人のことばに成語
の形を得るならば，氏こそは眞に偉大なamateurであったでありませう．
　或る夜，氏は自作の反射鏡を持出して私の爲めにSwan　N　ebulaを探出して
呉れられました．私がちっとこれを凝視めてみる時『私は氣持のくしゃくしゃ
する時や，何か斯う物足らぬ時，只もう斯うして彼方此方の室を眺めるので
す，すると不思議に氣持がすっとほぐれて來ます・ね，これは美事な白鳥の
形でせう』と，如何にも乱しさうに囁かれるのは正しく氏の聲でした．
　事務的な器械的な星の観測に永年渡頭してゐられる氏が何時迄も斯うした
星の美しさを，知り出してまるで聞の無い人々の味ふ様な感激を賦してゐら
れるのに私は驚きの目を瞠り，深く打たれた事でありました．
　中村氏はまことに星の光の中に人生の明るみを見出し，その光明の星の爲
めに人生を苦しみ通ほされた人と云ってよからうかと思ひます．
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今氏を思ひ出の世界に視る日，一片の私悟を述べて氏の追憶をする次第で
あります．　　　　（＋一月三日・花山にて　島本一男）
中村先生の思ひ出
?
本 遇
　私が中村先生に初めて會つたのは，大正十四年，小出五年生の時だつたと
思ふ．夏の或一日，堂々たる一人のL兵隊さん「が岡崎の宅を訪れた．愉快
な難詰の後，魚食となって，大きな丼を二杯もZFげられたので喫驚したのを
訴えてみる．今から思へぽ，それが中村先生だつたのである．
　先生が軍隊から蹄られてからは，時々：先生の温顔にも文にも接するように
なった．そして，今年の五月から，私は花山で先生と起居を共にしたことも
あった．
　先生は人も知る通り稀代の鋭眼の持主だつた。私には，ぼんやりと星雲の
様にしか見えぬプレヤデスを十何個とかに見分け得たと云ふ，その眼を以て
花山では小遊星の測微槻測や微光流星の観測等を受持ってをられた．
　天文憂に於ける先生の生活は，眞に暇のない生活だつた．他の者がテニス
をやったり，ラヂオを聞いたりしてみる時も，一人で鏡を磨いてをられた．
私田がトラムプに飽V・て雑談に花を険かす時も，タイムを妬む先生の聲がド
1ムに響bてるた．
　先生の生活には，私達の所謂L趣味■がなかった．L漏しみ「といふべき物が
なかった．が，先生にとっては，研磨機の前にすはる事それ自盟が趣味だつ
たに違ひない．ド1ムをまはす事がEPち先生の樂しみだったに違ぴなV・．極
言すれば，先生の生活がそのまま先生の趣味であり，樂しみであったのだ，
と，私は思ふ．
　有名な先生の眼に，攣調を來し始めたのは，多分今年になってからだったら
う．そしてその攣調の度合は，春になり，夏になるに從って次第に進んだ・
それは凱覗だつた．そして，何れが原因であったかは知らなV・が，その頃か
ら先生は又，不眠のために欄まされてをられた．多大の不便を忍んで，初め
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て眼鏡を掛けられたが，何うも思はしくなかった．途に夏もなかば過ぎて，
口跡療養のため月越せられたのである．八月二十六臥花山でホイツプル彗
星を再護国した時，今夏のやうに，L先生さへるてくれれば「と思はせられた．
　九月二十四日の書過ぎだった，私達が先生の計報に接したのは．その時の
私逮の驚愕！取敢へす弔電を打つたものの，．翌日の新聞を見る迄は，私達は
悲歎に暮れながらも，誤報の二字に一縷の光明をかけて夜を明かした程だ
つた．
　それから一週聞ばかりといふものは，宿舎の一同は魂の抜けた人聞の様に，
ぼんやりとして日をおくってみた．特に，日常起居を共にしてみた私達だけ
に，その感動は殊に激しかった．
　あk，今こそ，先生の爲された十二年間の威績の，如何に大且つ償値ある
ものだったかが，はっきりと判る時が來たのだ．
　私達が，先生の跡を偲びつつ，斯界の獲達に．貢献する時，そこに先生の永
久的安息所’が見出されなければならぬと信ずるのである．　（7，11・5・）
REMINISCENCE　OF　A　YOUNG　OPTICIAN，
　　　　Late　Mr．　Kaname　Nakamura．
Yasuaki　lba
　A　great　sensation　was　aroused　at　the　news　in　the　”Osaka　Mainichi，”
reporting　the　sudden　death　of　Mr．　Kaname　1　akamura，　of　Kxvasan　Astrono－
mical　Observatory，　which　took　place　on　the　24．th　September，　at　his　private
residence　in　Mano－mura，　the　lal〈e－side　villa．cre，　near　Ohtsu．
　This　lncident　is　not　only　a　blow　to　The　Kyo亡。　Imperial　University，　but
deadly　detrimental　to　the　amateur　astronomy，　for　no　longer　superb　optical
parts　can　be　had　from　this　most　trandescent　optician　who　had　combined　talents
of　Calvey，　Clacy　and　Metcal£
　He　was　born　in　t　go4，　as　the　second　sQn　of　Mr：　Atae　Nakamura，　who　occupied，
the　post　as　Villa．cre　Mag．　ter　of　Mano，　a　quiescent　village　looking．一　down　on
picturesque　Lake　Biwa，　and　had　a　burning　aspiration　for　the　heavenly　science
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since　in・’cyadle．　After　e．’raduating　fi’om　Doshisha　Chu，g’aku，’a　mis’siQnary　school
in・．Kyoto，　he　entered　Kyoto．　，lmperial　Universit．y　Obervatory，　then・　situated　in
the　town，　as　an　Assistant－observer，　at　his　eighteenth　year　．of　a．cr．．e．
　　Under　the一　assiduous　pat’ronage　of　Prof．　Dr．　1．　Ya’mamoto，’　the　Director，　he
worked　hard，　day　and　ni．crht，　and　attained　mai’vellous’狽≠撃?獅狽刀C　especially　in
oPtical　res’earch．　No　one　could，　and　hereafter，　cope　with　him　in’　the　alacrity
with　which．he　nlade　progress　；and　his　bright．fh亡ute宙as．inuch　exp6cted　by
all　those　concerned．
　　Recently，　through　the　courtesy　of　the　Director　who　always　accepted　his
overtures　re　oPti．cal　research，　his　laboratory　could　add　a　new　polishin’〟@machine，
capable　of　making　mirrors　or　lenses　up　to　30’f　aperture，　with　full　sets　of　acc－es－
sories，　which　J．　Nishimura　＆　Sons　constructecl　under　his　design．
　　He　Nvas　very　complacent　with　it，　and　was　about　to　initiate　23．i／2／！　f4・
mirror　after　Yerkes　tYpe，　and　i3」6”　fs　Petzvals　together　xvith　7％”　f4．r，　triplet，
aRd　and．　i，　Iso　g’i　obje．　ct　glass　for　their　．ffuidin．cr　telescope，　on　behalf　of　the　xvriter
’for　use　in　asteroids　and　cotnet　swegpine．rs．
　　Piate　No．　i　illustrates　i　of’　f3．8　Re　tlectov　w　ith　4”　sruidin．tr，．　telescope　of　the
’same　type，　owned　by　Mr．　Shikuji　Shibata，　of　Kyoto　lrnperial　Universit：r，　which
was　made　by　Mr．　Nakamura，　at　the　works　of　J．　NTishimura　＆　’Sons．
　　’1’he　said　mirror　was　ground　and　fi．c．r．ured’　xv・ithin　a　week　at　his　leisure，　and
is　rendering　very　satisfactory　service　to　the　owner．　The　largest　object　．crlass
he　made　was　7％tt　aperture，　as　per　plate　No．　2，　xvhi’ch　he　completed　in　i　o
days，　without　neglecting　his　observation　werk．　He　made　4％i！　f4　triplet　fi）r
his　own　use　and　actual．　time　for　its　conipletion　was　i　7　day’s．　・　Just　prior　・to
his　death　heωmpleted　a　Petzval　lens　with．Tノノaper亡ure． Mir．1・ol’b　h6　tロmed
out　e’?モ??п@’270　in　all　sizes．
　　The　writer　often．saw　Mr．　NTakamura，　dozing・on　．　a　sofa　bY’　thle　side　l　of
of　g．　rinding’　’machirie｝　runnin．cr　by．　motor，　replenishin．cr．　ener．cr．　y　for　vigorous’obser一
’Vati6ns　a，t　night’　He’had　no　hobby　whatever，　save’optical　and　obseryational
works：　Oh　every　Tuesday　he　came’down　from　Kwasan　to　the　town　’and
his　destination　was　aJways　confined　to　the　University，　the　woi’ks　of’i．　Njshin］ura
＆　SOns，　to　supervise　ziss’emb｝ing’the’　parts　of　telescope　and　its　testing，　and　the
only　rec’窒?≠狽撃盾窒堰@that　tickled’　him　’was　to　g．　et　cah　dy’and　sweets　at　a　cQiifection－
ery　on　h：is　xvay　back．t6　the’　Observatory．
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　　NVhen　franchised　from　his　busy　routine　xvoi：1〈，　he　was　at・　the　clesk，’　writing
letters　in　reply’．tg　inqyiries，re　“？nod・tc，g　ol？eTan｛li”　of　teJescQpes，　prt／）s　and　coi｝s
gf　refracto．rs　’and．　・refleg．tors，　and　mode．　of　visual　and　pho’gos’i‘aphic　observations，
etc．，　put　u　p．　before　him　from，　amateui－s　now　ubiquitous　in　the　．　coun’try．　To
vtr．　ive　lectures　to　amateurs’　meeting．r　was　his　angther　Pastime，　and　as　was．　his
fr｝otto　‘f　always　at　work，”　if　tinie　allowed　he　edited　bool〈s，　all　of　which　are
and　will　be　ziade　mectem　to　a！1　celestial　zealots．
　　　Shumino　Ten吐a五Kwansoku’，（Celes亡ial　Obsei・vation忠as　H6bby）
　　　　　　　　．　．　．　，　．　；　．　．　．　．　．　．　，　一　・　・．・　・　・　・　・　・　’・　t　Published．　in　ig26
”．T・nt・i　B・h・・pk…T・・k・・三k4t・”．（T・1・・c・P・m・k璽唄th・．皿・d・
　　　　　　of　Qbservations）・．・　・．・　・’‘　・　・　・　・　・　・．・　・，，一　・．・　Pvblished　in　．lg2g
　　”Tentai　Shashinjitsu”（Celesital　？hotography）　・　・’・　・　・Ptiblished　in　i　g32
The　foregoing　three　’are　his．　publications　and　are　in　wide　circulation．
　　The　illus’trious　name，　Kanam’e　Nakamura，　a　laurel一．crowned，　young　s．　cholar，
will　be　always　in　the，　Mouth　of’≠戟^　those in　astronomical　circles　in’　t．his　fipuri一　’
shing　lsland　Empire　through　eternity．
　　At　the　r6quest　of　Prof．　F．　E．　Ross，　of　Yerkes　OberVatory，　the　writer　handed
him　2　copies　of　galactic　photographs　in　Aug’uSt，　and　now　they・　have．　become
the　last　interview　that　will　never　occur　a．t，ai［i．
?
5 中．村先生
小
? ?
　　關東の族より蹄って，十一月號天界を開封し，いつも通り先つ目次を見る
と，巻頭言に『中．村霜の死』，若しや．と思ぴつ製披いて見れば，中村先生の御
長逝1．1
　　思へば十飴年前，由本先生が内地教育會へ御講演に來信の折，あの偉大な
．る罷の中村．先．生が，青年期初期の朗かさをもって，．山本先生より紹介され，
講演後の観測には，非常に親切な言葉と．態度にて．指導された．．誰かが恒星を
望遠鏡で，見て．なぼ小さく見えると言ったら『然しハツキリ見．えるでせう』と
申されたのが今でも耳に．淺ってみる．西郷南洲を思はせるような艘の中開，
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すばらしい根氣と，親切が充満してみるように思へて，非常に印象深かった．
　愛する二児を失ひて，悲痛やる所無く，心底として居た私は，旭日の山本
先生の御講演と，中村先生の観測指導とにより，奇しくも天文に興味を持ち，
以來持病の扁桃腺に憐まされつS，星を仰いで居る中に，不思議にも『無限
の宇宙に走りゆく我が子を信じ，決つして死んでは居ない』と信ずるように
なり，爾虚血は夜の室を仰ぐ毎に，なつかしの我が子に會へる喜びで満たさ
れてみる．斯くて，どうしても，ほしくなったのが天膿望遠鏡．中村先生に
お話すると，丁度85ミリの反射鏡が近い中に出着るからとの御返事に．一日
千秋セ待ってるた．到着の日の大喜びは家中で笑はれた程であった．以來隔
年に鍍銀をお願ひして，今も私の露見として何所へでもつV・て行く．私をし
て失望のどん底より救ふの機會を得しめ，なつかしき望遠鏡を造って下さっ
た中村先生．あN・（〉は無し！1．果し無き宇宙の族路に上られた先生を，余は
また先生遺作の望遠鏡裡に，なつかしの御後影を追はん．
中　村　兄　ご　私
　　　　　　　　　　　　東京　　水　谷　新　樹
　あの中村さんが………！P
　花山急報第10號を見ました時，恐らく何：がでもさうでしたらう驚きと疑ぴ
とで胸をつかれたのです．
　これで中村さんとは到頭御面接は疎か，お便りを戴く機會も永久に失って
了ひました．何だ，知らなv・のか．さうです．少くとも中村さんは私を御存
じなかったでせう．が，私は既に兄に接して居たのです．彼の黙々の内に兄
のやうな親しさをこめ，沈着の内に忍耐固い熱を含む，中村さん！
　此の故を以て兄と呼ばせて戴けるならば，兄には，大正十五年九月，科學
書報主催の観測會が東京で催された折，其の指導者中に現金支部長五藤先生
と共に居られたのです．當時一中學生であった自分は，未だ本會の存在すら
知らぬ，言はs：’アマチュアの資格さへなv・やうな・者でした．つまり本紀を知
るに先だつて兄に接するを得た諜です．而して之が入會の最大動機になった
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事は勿論であゆます．其の折の兄の印象が帥ち前に述べた氣持なのです．
　是迄，内外科學界の偉人，恩人と目される方々の言卜報も屡々耳にしました
　，さういふ方々に封して，自分は，同じ追憶，慕追の中に，どこ．かし何々
の父「とかしをぢさん！■と呼びかけたい様な氣分が含まれて居たものです・
所が，兄の揚含はもっと，ぐっと親しい感じです．L兄さん！■です・
　それに，今年は何といふ年でせう．自分として，趣味と實際と研究との三
方面で，心良かに定めて居ました最も優れた指導者を，相次いで失ったので
す．然も，其の何れの方々とも途に御文通すらなし得ない内に・
　趣味の昆轟界から横山桐郎博士を，實際方面のロ1マ字國字論者田丸卓郎
博士を，そして途に，妙高研究家中の珠玉，中村要兄をも．慮！
　最後に，未知の兄に恕して，何が，自分を斯くも追憶，追慕の念に切なら
しめたのか，自分でもわかりません．
　實は，貴い紙面を，私輩が塞ぐべきもあらすと，今迄憾へて参ったのです
が，適々本日明治の佳節に當り，榊宮参拝の途，兄に始めて接した，彼の観
測會揚を，髭の限，此の足で計れて曲りました結果，急に憶ぴを此庭に記さ
せて戴きました次第，甚だ取止めもない瓢は幾重にも御容赦願上げます．
　（附記）花山急報に接するや，兄とも關係淺からぬ難誌科學書報を創刊號
より取出し，兄のお筆を取られfd號を取分けて見ました所，十有八舩，毎年
天文に損する號には殆ど皆兄の御名を見出します．
　火星一中村，流星一中村，彗星一中村，反射鏡一中村，等々，の聯想は，
會員の皆様は勿論，少しでも天文観測に興味を持つた者凡てが，今後とも繰
返す憶ひで有りませう．　　　（1932・IL　3・記）
中村さんご宮本君ご私
　　　　　　　　　　　大　嬌　　登　潮
　　　　　　　　　　　　申村さんと宮本霜
宮本君ぼど中村さんを尊敬して居た人は無いと思ひます．中村さんの碩學
に，そしてその優しV・人格に，寂しい少サイエンテストは尊敬を通り過して
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中村崇信者になって居りました．宮本君がいかに中村さんを慕って居たかは
私宛の近信でもわかります．
　『一僕は中村先生が亡くなられてから，どうしても氣が進みません．一一一…
：先生が生きて居られた時は別に先生の事を考へるでもなし，唯奪敬して居た
だけです．けれども亡くなられた今は，僕ははっきり申しますが，他の誰よ
りも先生に記して主意です．毎日先生の事を思ひ出さなv・日とてはありませ
ん．幽霊の歪みつ玉ある本もフランスの天文家フランマリオンの著書L死と
直訴］です．僕は夜中に恐しい乍らも毎夜諌み績けて居ります」．
　熱心な宮本君はほんとうに忠實な入であります．新聞で中村さんの亡くな
られた記事を見た時ししまった！宮本君も殺したか！「と非常に心配しました
が，宮本君からの手紙を見て健在だつた事を心から喜んだ事でした．そして
宮本君に，L第二の中村さんに］，一L地下の中村さんに喜ばれる人になれ「と
超して居ります．
　　　　　　　　　　　　　申村さんと私
　私が始めて大學の天文壼をお尋ねした時に案内して下さったのが中村さん
でした・優しい，そして朗らかな親切な中村さんの姿は初封面の時から私の
心の底深く残りました．それから6年の間，大肇で，花山で幾度もお會ひしま
した．睡る時などは曲り話に花が潔き過ぎて時聞の立つのも忘れて仕舞ひ，時
計を見て，びっくりして雨の花山を自動車で降りて騨へと急いだ事もありま
した．7月の初お會ひしたのが最後になりました触丁度其の時改悟さんの辻
畑レンズを磨いて居られる時で，その美しいレンズを見せて戴いて種々とお
話を聞きました．戸井さんに逡られて花山を辞する時，研磨室でベットにあう
むけになって眠って居られる中村さんに窓越しに聲を掛けましたが，聞へな
かったのか，安らかな寝息がもれるばかりでありました．それから3ケ月後，
中村さんの死を聞いた時，どうしても信じる事が出訴ませんでした．どうぞ事
實でなかれかしと所って居りましたが，そのかひも無く悲しい事實となって
表れ，私の心にいつまでも一悲しV・影を残して仕舞ひました．大きな醐，そ
して鎧に似合ぬ優しい聲，いつも朗かな笑顔，メッキのため黒くなった爪，そ
れらが今も目の前にチラ付ぎます。〆切の明Elにせまった夜おそく，亡き中
　　　　　　　　　　　　　　追　　　　憶
村さんの思ひ出の糸をたぐりつNつたない文を綴って見ました．
4｛　9．
（11月4日夜）
中村氏の面出
三’篠光學研究所五藤齊三
　私が中村氏の逝去を聞いたのは九月二十八日であった・共日豪漕総督府心
中病院長津野田階學博士が來訪せられた．同氏は豫てから熱心な天文愛好家
で，7．5糎赤道儀を愛用して居られるが，更に15糎赤道儀を自作せらるべく共封
物レンズを私の手許で作って居るので，今度官より外國出張を命ぜられ，外遊
　　　　　　　，　．一　灘
　　　　　大正十五年三月二十八日．東京丸ノ内商工奨庭訓屋上昌テ
　　　　　　　　　（同好會支部懇談會場）　　中村氏　五藤氏
の途次，共レンズを試験の認め立寄られたのであるが，同氏が盗灘より上京の
途巾，瀬戸内海航雨中，尾の道で買った新聞により中村氏が不慮の死を途げら
れた記事を見たと語られたので，愕然として驚いたのである．私が最近中村氏
に御目に掛ったのは，本でトー月末花山ソく文姦に御尋ねした時である。共後手
紙の往復は敷々あったが，八月初め以後はお互に御無沙汰をして居て，最近の
清息は知らなかった．然レド常から中村氏の1占1園の事情性格等を可成よく知
って居る私は自ら死の途を選ばれた事をどうしても信ずる事が出密なかった．
それで雄野川六七に封し，それは何か記慕の見間違ひでは有りませんかと反
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卜して見たが同氏は，自分は醤者の立引上生死に射しては普通人よりも冷静
に考へ得るつもりで有り，且つ天文愛好者として中村氏はよく知って居るの
で，非常な關心を持って其記事を見，且つ稀に見る偉：材を若くして失った事を
心中深く惜みつx上京したのであって，確に夢では無v・．但し其記事の眞循
は知らぬとの事であった・そこで私はよく中村町の記事を掲載する科學同報
肚の仲摩主幹に電話をかけ，此悲しむべきニユ1スを傳へると共に其眞｛爲を
知らざる哉と問ふて見たが，同氏もL全く初耳であり，且つ八月中に一寸花山
に行き中村氏に御目に掛ったが呉時の印象より考へても到底信ずる事が男君
ぬ，但し新聞記事に現れて居たとすれば東京の新聞肚でも紙上に掲載せぬ迄
も資料として共事實は分って居るかも知れぬので，早速二三薪聞肚に就き調
べて見よう■との事で電話を切った．程経て其返事があったが何虚の新聞杜も
共事實を知らぬから，多分何かの誤傳で有らふとの事であった．次で中村氏の
著書獲行所である恒星杜の土居氏に手紙を出し，同封の問合せをして置た所，
翌朝電話が有りL自分も全く＃事實を知らす，殆んど信ずる事が出來ぬ，現に
二十二日附の萩聞に記事が載って居た　（之は私が津野田氏に聞き違った事と
思はれる）と云ふに，自分の手許へは二十四目附の手紙が來て居る，恐らくそ
の新聞記事は誤であらふ．但し廿四日附の手紙には，少々病臥の爲め自宅に
肖り静養中と書かれ，て有り，自分が八月に花山でお目に：掛った際にも帥経衰
弱の氣味はあった様に聞いて居るから或は攣事未途の檬な事は有ったかも知
れぬが，廼去の事實は先づ無いと思はれる「との御話に，私も胸をなで下して
居たのであった．然るに共翌々日更に土居氏より矢張り逝去せられた事が事
實であるとの報道が，正式ではないが確實に有たと知らせて下さったので今
更ながら哀悼の意を深くした次第である．次で十数日後山本博士の御上京あ
り，親しく死に到りたる周回の事情を拝聴し，野々人生行路のまkならざるに
長嘆之を久ふした事である．
　かへり見れば，私の宅に本會の支部を設けたのは大正十四年十月七日で桑
時御上京申の山本博士を煩し講i演會を開いた．叉同月二十四，五爾日には大阪
に於て本會創立五週年記念総會が開かれ，私も在京の～會員として列席し，初
めて諸先生方にも御目に掛ったが，當時中村氏は一年志願兵として入螢せら
?
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れて居たので未だ私は其風季に接する事が出町なかつた。越えて翌十五年三
月に山本，上田，中村諸先生が上京せられた際を利用して當時相の勤めて居た
日本光輝工業国肚に於て同月廿二日過り五日間に亘り在京會員の膨めに此等
諸先生を講師として講習會を開いたが，此時初めて私は中村氏の偉大なる風
格に接した．国里平等に於て中村氏はL反射鏡の製作とテスドと云ふ講演を
せられて，揺藍時代の反射鏡愛好者に非常なる興味と刺戟を與へられた。此講
習會に於ては，私共の主張で，從來秘密圭義を持して來た日本馬學の工浄財を
隈なく開放して，最終日には諸種の光學實験をも供覧したので，東京天文墓の
早乙女博士も本會々員として來観せられたのであるが，當時反射鏡の研究よ
り製作に入られた計りの申村上に取りても肺門のレンズ工揚の設備は絵程珍
らしく感ぜられたものと見え，非常なる熱心を以て詳細に見學せられ，爾其上
に研磨用材料たるピッチ，金剛砂，紅柄，ピッチ網等の分営を請はれたので，
私の手許より御挙りした事である．同氏は之で初めて實際製作の準備が完全
したと喜んで來られた．其後同氏に取りては此等新らしき材料に就V・て褐特
の研究を積まれ，タ1ルピツチと石油ピヅチの比較や，サイフォンに依る金
剛砂の分離法の護見，本邦産優良紅柄の選定，ピッチ網に漁網の利用等，子等
小材料に就いても悉く新境地を閉拓せられて私等を多々教へらるN所が有っ
たのには敬服した事である．
　其後十五年九月に私の考案した太陽黒鮎投映機を科學書報時が東京原宿の
島津科韓土平館に於て公開實験するに際し，中村氏は態々自作の十一センチ
孕の反射鏡を持って上京せられ，里帰を助けて下さったが，此反射鏡は確か同
氏作品中第三番目の物で有たと記憶する．数百の來国者も，ツァイス製や日本
病倒製の屈折鏡に伍して些の遜色もなき庇反射鏡の性能に驚嘆した事である
が，恐らく多くの來尋者も完全なる反射鏡の映像を眺めたのは此時が初めて
で有った事と思はれる．爾來同氏の作られる望遠鏡に附属する接瞑鏡プリズ
ム，其他小型のレンズ類は殆んど皆下方より供給し，又練習の爲に作られた
反射鏡を私の手に依り多数希望者に分倒して同氏の研究の一助とする等，將
叉私方にて作ったレンズ類を検査批評及指導して下さる等，事業上に於ても
経濟を度外視した關係を願って來た事である．
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　其後毎年一二回は必ず同氏の上京を迎え，或時は當時お茶の水に在った文
部賓の東京科學博物館の講堂で同氏輩猫の公開講演會を催した事もあり，或
は私の宅で支部會員の懇談會をを催した事も一再では無かった．或時の懇談
賢聖の観測會では80粍屈折鏡の覗野中へ海王星を入れて下さって，來會者が
代る代る覗いたが湖濁せる東京の天では誰も満足には見えす，今更乍ら學界
に定評の有った氏の四四に驚V・た事も有った．叉或時の懇談會に於ける來地
者中に目下南米ブラジルに在佐せらるN南米支部幹事與謝学修氏が居られた
が，同氏は元宮内官として，永年宮中に奉仕せられた所謂し大宮人「の出だけに，
其埋門言語極めて典雅なるに反し，中村氏の素朴にして天眞学漫なる，殆ど自
然入の如き言動が眞に奇妙なる封照を下したる等の思ひ出も淺って居る．遠
く故國を離れて居られる與謝野臥も本州に依り必らすや感慨深く當時を追想
せらるN事であらふ。叉中村氏は偉大なる髄格をして居られたので，到る所夜
具の短きを託された由であるが，私宅でも泊られる度に一枚の蒲團では足ら
す大笑ひをした事だが，同氏の御話に依れば，赦母砥の御宅に行く度に子供が
L大きな人が來て恐ろしい「と云って泣くのには閉口すると云って笑って居ら
れた其程共心根の優しきに漏す，共卓越せる頭騒の如く身艦も又偉丈夫であ
られた．数年前の夏休み中，令弟を叔父上の御家に養子とせらる曳爲，連れ來
られたとて來泊せられ，其後御親父より御調｝伏を頂いた事で有るが，其御文中，
中村氏最近の學界に於ける業績を列廃して氏の將來に満膣の期待と信頼とを
集めて居られた檬で有るし，中村氏亦令兄が先年両家として大樹を出られ御
宅で開業後聞も無く逝去せられて以來，家を縫ぐべき責任を明らかに感ずる
と云って居られたので有って，個人としても永く健在を所らねばならぬ方で
有ったのに，何故に自ら生を断たるSが如き事に成ったか，叉野州に取りては
得難き大天才として等しく黒字來の研究に期待して居たのであるに，天は何
故に天壽を與へなかったか，洵に返す返すも残念至極である．
　私は過去七年間に亘る交友として藪に衷心より中村氏の遊去に哀悼の誠意
を表す：次第である．　　　　　以上
